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友だちと助け合って 中２－(３) 【友達と互いに理解し，信頼し，助け合う】１ 主題名

マラソン大会 （大阪書籍）資料名

２ 主題について

○ このような価値の追求を

本主題は 「友達との間に信頼と友情及び助け合いの精神をもった児童を育てようとする」内，

容項目を受けたものである。

， ， ，よい友達関係を築くには 互いを認め合い 様々な場面での学習活動や生活を通して助け合い

理解し合い，信頼感や友情を育てることが大切である。友情をはぐくむためには，まず，互いの

気持ちや考えを理解し合う必要がある。相手への理解が深まってくると，互いにより深く信じる

ことができるようになってくる。そうすると，友達関係において，信頼感が生まれ，安心して互

いが自分の本心を語り，相談できるようになる。そして，相談を受けると，相手を助けたいとい

う気持ちが生まれてくる。互いのよさを発揮して，助け合うことができれば，互いに向上し，友

情を深めることができる。このように，互いに理解し，信頼し，助け合うことを繰り返すことに

より，深く友情をはぐくむことができる。

この段階においては，生活や学習における様々な場面において，向上し合う健康的な仲間集団

を積極的に育成していかなければならない。そのためには，友達が自分にとって，心の大きな支

えになっていることや，友達の大切さに気付かせる必要がある。そして，自分もよりよい友達で

ありたいと思うように指導することが大切である。

そこで，本主題では，何事にもがんばるときは，友達の励ましやアドバイスが心の大きな支え

となることに気付かせたい。そして，友達にとって，自分もよりよい友達でありたいという思い

をもたせ，友達と互いに助け合おうとする意欲を高めていきたい。

○ このような子ども達だから

本学級の子ども達は，学級や全校などで，いろいろな友達と関わる機会を多くもつことができ

る。みんな大変明るく元気があり，何事にも意欲的に取り組んでいる。休み時間には，遊び係が

中心となって，全員で仲良く遊んでいる。学習においては，自分が得意なことを生かして，友達

。 ， ，に教える姿も見られる 算数のわり算では 計算が得意な子どもが苦手な子どもにやり方を教え

正確に計算できるように励ます姿が見られた。また，図工では，早く仕上がった子どもが，まだ

がんばっている子どもにのこぎりや金づちの使い方を教えたり，板を押さえたりして手伝ってい

た。２学期に入り，心のノートを参考にし 「やりとげられたら金メダル」という取組を行って，

いる。自分でやりたいことを決め，その状況を毎日，朝の会で確認している。他にも，音楽の楽

器演奏において友達と協力する姿が見られるようになった。

そこで，気の合う友達同士で仲間をつくって活動するなど，集団での活動が盛んになるこの時

期に，友達と共に向上し合うことや友達と互いに助け合おうとすることの大切さについて考えて

いくことは意義深い。

○ 資料をこのように活用して

本時の中心資料「マラソン大会」は，走るのが苦手なさおりが主人公である。マラソン大会を

控えたさおりは，走るのが得意なナミに一緒に練習するよう頼む。さおりは，ナミに励まされな

がら，練習を重ねる。ある日，さおりは，ひじを後ろに引っ張るようにすると走りやすいことに

気付き，そのことをナミに教え，ナミももっと速く走れるようになる。マラソン大会の日，さお

りは笑顔でゴールインしナミと両手をパチンと合わせるという内容である。

指導にあたっては，まず，苦手なマラソン大会を控え，不安なさおりの気持ちやナミに励まさ

れながらがんばるさおりの気持ちを共感的にとらえさせたい。次に，自分の助言によって速く走

ることができるようになったナミを見たときのさおりの気持ちについて共感的にとらえさせてい

きたい。最後に，笑顔でゴールインしたさおりの気持ちを中心に，ねらいとする道徳的価値の把

握を図りたい。

そして，自分の生活の中で，友達と助け合ったからがんばることができたことを振り返り，道

徳的価値の内面的自覚を図りたい。



３ 本時のねらい

何事もがんばるときには，友達が大きな心の支えとなることに気付き，友達と互いに助け合おう

とする態度を育てる。

４ 本時指導について

ねらい 友達と励まし合い，助け合うよさに気付かせる。

手だて ○ 学校の諸活動において，ねらいとする姿を見つけたら，その姿のよさを

伝え，賞賛する。

○「すてきな心を見つけよう」で自分や友達と一緒に活動してよかったこと

について記録させる。

， ， ，ねらい 主人公さおりとナミのよい友達関係は 互いに助け合い 励まし合い

一緒に喜び合うことで築かれていることに気付かせる。

内 容 ナミと両手をパチンと合わせたさおりの気持ちについて

手だて ○ 二人組での役割演技

・ 二人のよい友達関係に気付かせるために，まず，さおり役とナミ

役になり，それぞれの気持ちを考えながら演技させる。次に，役割

を交代させて演技させる。そして，全体の前で役割演技をさせる。

・ 自分の考えが強まったことや疑問に思ったこと聞いてみたいこ

と，語り合ってなるほどと思った友達の考えについて互いに発表さ

せ，ねらいとする道徳的価値の自覚を深めさせるようにする。

ねらい 友達と助け合ったからがんばることができたことを振り返る。

関連する ○ 心のノート「やりとげられたら金メダル」の取組と，朝の会での発表。

諸活動と → 友達が励ましてくれたから，竹馬に乗ることができ，竹馬で運動場

その内容 １周することができるようになった。

○ 音楽「曲の気分をかんじとろう」

→ 友達がアドバイスをくれたので，打楽器を工夫して演奏できた。

○ 体育「跳び箱」

→ 跳び箱の練習を一緒にした友達も私も，跳び箱の８段を跳ぶことが

できて喜び合った。

手だて 全員が自分の経験を発表できるように，隣り同士やグループで自分の経

験を出し合わせる。

５ 準 備

資料「マラソン大会 （大阪書籍） 道徳ノート 挿し絵」

本「ともだち （谷川俊太郎作）」
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６ 展 開

期待する子どもの反応・発言段階 主な学習活動と内容 教師の支援や手だて

１ 紹介された本をもとに，自 ○ 友達っていいなというこ ○ 紹介された本や自分
心 分の経験を想起し，本時学習 とを感じさせるため『とも の経験について発言し
が のめあてについて話し合う。 だち』という本の一部を紹 たり，友達の発言にう
う 介する。 なずいたりしている。
ご めあて
く 「友だちっていいな」と思う心は，どんなときにふくらむか考えよう。

２ 資料「マラソン大会」を通 ○ 主人公の気持ちを共
して，友達とがんばるときの 感的にとらえながら発
心について話し合う。 言したり，友達の発言

( ) 教師の範読を聞く。 を聞いたりしている。1
主人公になりきって( ) ナミに息の仕方を教えても ○ さおりとナミが互いに励2

・息の仕方がわかったぞ。心 らったさおりの気持ちについ まし合ってきたことをとら
・またがんばってみよう。て話し合う。 えさせるため，練習中のさ
・ナミちゃん教えてくれてあおりやナミの言葉を黒板に
りがとう。「 。これならくるしくないわ 位置付けていく。

ナミちゃん，ありがとう」 ○ さおりの気持ちに共感さ
が と言ったさおりは，どんな せるために，教師がナミ役

気持ちだったでしょう。 になり，問いかける。

主人公になりきって( ) もっと速く走れるようにな ○ さおりの気持ちに共感さ3
・ナミちゃんがもっと速く走ったナミを見たさおりの気持 せるために，教師がナミ役

れるようになってうれしわ ちについて話し合う。 になり，肘を引っ張るよう
い。に走る動作をし，それを見

・ナミちゃんの役に立てた。速く走れるようになった て発表させる。
， 。ナミを見たさおりは，どん ・よし わたしもがんばろう

な気持ちだったでしょう。
か

主人公になりきって( ) 笑顔でゴールインし，ナミ ○ さおりの気持ちをじっく4
・ナミちゃんが励ましてくれと両手をパチンと合わせたさ り考えせるために，道徳ノ
たから最後まで走れたよ。おりの気持ちについて語り合 ートに記述させる。

・二人ともがんばったね。いをする。 ○ さおりの気持ちを共感的
・これからも一緒にがんばろる にとらえさせるために，二
うね。ナミと両手をパチンと合 人組で役割演技をさせる。

わせたさおりは，どんな気 そして，全体の前で２～３
持ちだったでしょう。 組に役割演技をさせる。

○ 道徳的価値の自覚を深め
①道徳ノートに書く。 るために自分の考えが強ま
②二人組の役割演技をする。 ったこと，なるほどと思っ
③全体で話し合う。 たことを発表させる。

・私が教えて，友達が打楽器の３ 友達と助け合ったからがん ○ 友達と助け合ったからが
演奏が上達したのを見て，私ばることができたことを振り んばることができたことを
もうれしくなりました。返る。 全員が言えるように，グル

・友達と励まし合いな 跳び心 ープや全体で発表させる。 がら
箱を練習して二人とも台上前が 友達と助け合ったからが
転ができるようになったのでは んばることができたことを
二人で喜び合った。た 振り返りましょう。

ら
く ４ 教師の話を聞き，今後の生 ○ 双方向の友情を感じさせ ○ 教師や教師の友達の

活への意欲を高める。 るため，教師の中学時代の 話を聞き，友達ってい
○ 中学時代に友達から励ま 友達にも話をしてもらう。 いなという考えを深め

され，助けられたこと ている。



７ 板書計画

８ 道徳ノート



９ 資料分析

［ 場 面 ］ ［ 人 物 の 気 持 ち ］ ［ 主 な 発 問 ］

走るのが苦手なさおり ・走るのが苦手だから，マラソ

は，マラソン大会を控え ン大会どうしよう。

ていた。走るのが得意な ・ナミちゃんは走るのが得意だ

。 。友達のナミと一緒に練習 ったな 一緒に練習したいな

するよう頼む。

練習初日，だんだん苦 ・とても苦しい。

しくなって座り込んださ ・苦しいけれど，ナミちゃんが

おりをナミが励ます。 励ましてくれているから，も

う少しがんばってみよう。

次の日，さおりは，ナ ・走るのに合わせて息をするん 「これならくるしくない

ミから息の仕方を教えて だ。 わ。ナミちゃん，ありが

， 。 」 ，もらい 苦しくなくなる ・ナミちゃんのおかげで，息が とう と言ったさおりは

苦しくない。これなら，どん どんな気持ちだったでし

どん走れそう。 ょう。

その次の日，さおりは ・肘を後ろに引っ張ると走りや もっと速く走れるよう

肘を後ろに引っ張るよう すいわ。 になったナミを見たさお

にふると走りやすいこと ・ナミちゃんがわたしのアドバ りは，どんな気持ちだっ

をナミに教える。 イスで速くなった。うれしい たでしょう。

な。

・ナミちゃんが教えてくれたか

ら，息が苦しくなく走ること

マラソン大会の日，練 ができた。

習のことを思い出しなが ・ナミちゃんも私のアドバイス ナミと両手をパチンとあ

ら走ったさおりは，笑顔 を聞いてもっと速く走れたみ わせたさおりは，どんな

でゴールインした。 たい。 気持ちだったでしょう。

・二人ともがんばることができ

てうれしい。
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